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勝浦町議会３月定例会において、平成14年度の一般会計、勝浦病
院事業等の特別会計当初予算が議決されました。
一般会計予算の総額は33億1，800万円で、前年度当初予算に比べて
２億970万円（5．9％）の減となりました。

33 1，800億 万円

平成14年度 一般会計当初予算

自動車取得税交付金 23，081千円 0．7％

地方消費税交付金 55，538千円 1．7％

利子割交付金 14，783千円 0．4％

地方譲与税 54，073千円 1．6％

地方特例交付金 15，480千円 0．5％

町 税
413，051千円
12．4％

地方交付税
1，744，666千円
52．6％

県支出金
276，699千円
8．3％

町 債
308，700千円
9．3％

交通安全対策特別交付金 1，000千円 0．0％

分担金及び負担金 11，740千円 0．4％

使用料及び手数料 65，126千円 2．0％

国庫支出金 89，005千円 2．7％

諸収入 55，603千円 1．7％

繰越金 80，000千円 2．4％

繰入金 104，061千円 3．1％

寄附金 1千円 0．0％

財産収入 5，393千円 0．2％

特別会計名 当初予算額

国 民 健 康 保 険 736，936
簡 易 水 道 事 業 28，324
住宅新築資金等貸付 14，414
農業集落排水事業 27，313
老 人 保 健 1，006，745
介 護 保 険 583，000

勝浦病院

事 業

収益的
収入 832，000
支出 832，000

資本的
収入 40，920
支出 61，386

千円

主な普通建設事業

平成９年度 4，642，000

平成10年度 4，053，000

平成11年度 4，005，000

平成12年度 3，782，100

平成13年度 3，527，700

平成14年度 3，318，000

一般会計当初予算規模の推移
千円町単道路改良事業 89，689

ふるさと農道緊急整備事業 52，118

道 路 改 良 事 業 50，012

農 業 振 興 事 業 41，076

広域農道整備事業 34，501

林 道 開 設 事 業 28，857

辺 地 対 策 事 業 25，004

県単急傾斜崩壊対策事業 15，011

合併浄化槽推進事業 12，340

平成14年度 特別会計予算
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性質別
歳 出

目的別
歳 出 民生費

417，445千円
12．6％

総務費
838，052千円
25．3％

衛生費
224，660千円

6．8％

農林水産業費
350，944千円
10．6％

土木費
243，704千円
7．3％

教育費
284，576千円
8．6％

公債費
833，389千円
25．1％

議会費 55，560千円 1．6％予備費 13，000千円 0．4％

災害復旧費 13，421千円 0．4％

商工費 8，288千円 0．2％

消防費 34，961千円 1．1％

人件費
899，059千円
27．1％

物件費
473，606千円
14．3％

補助費等
202，370千円
6．1％

普通建設事業費
439，461千円
13．2％

公債費
833，639千円
25．1％

繰出金
302，068千円
9．1％

予備費 13，000千円 0．4％

維持補修費 13，904千円 0．4％

扶助費 117，520千円 3．5％災害復旧事業費 13，421千円 0．4％

貸付金 9，210千円 0．3％

投資及び出資金 20千円 0．0％

積立金 722千円 0．1％

勝
浦
町
の
財
政
構
造
は
、
町
税
な
ど
の
自

主
財
源
が
少
な
く
、
国
や
県
に
大
き
く
依
存

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ひ
っ
迫
し
た
国
・
県

の
財
政
状
況
の
直
接
的
な
影
響
が
憂
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
地
方
債
残
高
は
、
平
成
十
三
年
度
末

で
約
五
十
八
億
円
と
す
で
に
予
算
規
模
を
大

き
く
上
回
り
、
償
還
に
伴
う
財
政
の
硬
直
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
方
分
権
時
代
を
迎
え
、
地
方

公
共
団
体
は
、
ま
す
ま
す
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
従
来
に
も
ま
し
て
、
効
果
的
効
率

的
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成
十
二
年

十
月
に
策
定
さ
れ
た
新
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
書
に
基
づ
き
、
経
費
の
節
減
合
理
化
を

行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
計
画
的
か
つ
、
重

点
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
厳

し
い
財
政
状
況
下
で
あ
っ
て
も
「
清
流
に

緑
映
え

人
輝
く
ま
ち

か
つ
う
ら
」
の
実
現

を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。




